
プログラミング授業実践 成果と課題            新磯小学校 ４年担任 山口 慶吾 

教科 単元名 第 4 学年 算数 「計算のきまり」 

教科の目標 四則に関して成り立つ性質を用いて計算を簡単に行う工夫について考え、表現するこ

とができる。 

プログラミング

ソフト 

SCRATCH 

プログラミング

ソフトを 

活用した利点 

 SCRATCH を活用することで、計算が簡単に行えるため四則の性質に焦点化するこ

とができるという利点があると考えている。 

成果 

（児童の様子、

変化など） 

本時では、プログラミングをツールとして活用することを主として授業を展開する

ことで、学習の深まりがあると考えた。SCRATCH を活用し、ある式に対し正答でな

い場合、その過程のどこで、どのように間違えたかを考えることで、ただ計算する技

能を高めるだけでなくその仕組みについての学習の定着がはかれたように感じたこ

とは成果としてあげられる。 

 

課題 実際に授業を行ってみて、教科書やプリントでも代用できる内容であったと考えられ

る。そのため、プログラミングを用いたことで、児童がいつもよりも意欲的に取り組

めたことは、成果として考えられるが、プログラミングが必ず必要な単元であったか

どうかという点に疑問が残る授業だったと感じた。また、前時までの学習内容の定着

度により、定着の差が大きく開いてしまった。前時までの学習の定着が不十分な児童

に対する手立てを取りにくい展開になってしまったことは課題であると考えられる。 

プログラミングに慣れている児童と、そうでない児童で、学習の定着に差が付いてし

まったことも考えられる。本来であれば、できる児童が、プログラミングを活用した

ことで難しく考えてしまう児童も中にはいて、逆効果になってしまったこともあっ

た。まず土台として、最低限のプログラミングへの慣れや操作の技能を全自動に定着

させる必要性を感じた。またそれに伴い、その技能の定着をどの時間で行うかも課題

として挙げられるのではないかと考えている。 

⇐計算式の数字を変えたり、式の

四則演算の順番を変えたりする。 


